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序 

 
一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
は
、
高
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
郷
土
に
係
わ
り
の
あ

る
文
学
作
品
を
収
集
・
調
査
し
て
、
作
者
の
功
績
な
ど
を
「
高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報

告
書
」
に
ま
と
め
、
市
民
の
皆
様
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
「
近
世
か
ら
近
代
へ
」
と
題
し
、
近
世
か
ら
近
代
ま
で
の
郷
土
の
文
学
が
ど
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
を
テ
ー
マ
に
、
天
領
の
時
代
に
活
躍
し
た
著
名
人
が
遺
し
た
筆
跡
や
近

代
に
続
く
文
学
者
の
作
品
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
企
画
事
業
は
引
き
続
い
て
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
定
期
的
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。 

 

な
お
、
こ
の
度
の
調
査
研
究
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
資
料
を
お
借
り
し
た
方
々
、
ま

た
調
査
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

令
和
四
年
三
月 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
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第
三
十
三
回 

近
代
文
学
館
企
画
展 

「
近
世
か
ら
近
代
へ
」 

令
和
四
年
三
月
五
日(

土)

～
六
日(

日) 

於 

高
山
市
図
書
館
「
煥
章
館
」 
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近
世
（
天
領
時
代
） 

第
一
章 

高
山
陣
屋
代
官
・
郡
代 

 

山
に
閉
ざ
さ
れ
た
飛
騨
で
は
、
江
戸
か
ら
派
遣
さ
れ
る
代
官
・
郡
代
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
知
識
は
、
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

第
十
二
代
郡
代 
大
原 

彦
四
郎[

お
お
は
ら
・
ひ
こ
し
ろ
う] 

生
年
不
詳
〜
安
永
八
年(

一
七
七
九)

九
月
二
十
二
日 

十
二
代
飛
騨
代
官(

後
に
郡
代)

。
名
は
紹
正
・
継
正
。
号
は
清
流
亭
楚
諾
。 

明
和
三
年(

一
七
六
〇)

五
月
十
日
に
江
戸
勘
定
奉
行
所
の
御
勘
定
組
改
役
か
ら
着
任
。
飛
州
御
用
木
元
伐
休
止
や
年
貢
金
納
の
繰
り
上
げ
、
検
地
、
永
久
石
代
定

値
段
の
強
要
な
ど
に
よ
っ
て
大
原
騒
動
を
惹
起
。
獄
門
、
遠
島
の
ほ
か
過
料
を
含
め
処
罰
者
約
一
万
人
と
い
う
、
日
本
一
揆
史
上
稀
に
み
る
膨
大
な
犠
牲
者
を
出

す
。
一
揆
の
鎮
圧
と
検
地
の
完
了
に
よ
り
郡
代
に
昇
進
。
妻
は
夫
の
酷
政
を
諌
め
て
自
害
。 

俳
諧
を
好
み
俳
壇
水
音
社
を
興
し
初
代
宗
匠
。
安
永
七
年(
一
七
七
八)

に
失
明
。
享
年
推
定
五
十
。(

岐
阜
県
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

  
 

 
        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朧
夜
の
星
は
寿
々
み
て
田
に
し
か
な 

楚
諾 
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第
十
三
代
郡
代 

大
原 

亀
五
郎[

お
お
は
ら
・
か
め
ご
ろ
う] 

生
年
不
詳
～
文
政
六
年(

一
八
二
三)

 

飛
騨
郡
代
。
名
は
正
純
。
字
は
文
頣
。
号
を
赤
城
。
攀
桂
閣
主
人
・
青
松
園
主
と
称
す
る
。 

病
死
し
た
父
彦
四
郎
の
後
を
受
け
天
明
一
年(

一
七
八
一)

七
月
十
七
日
、
十
三
代
郡
代
就
任(

十
八
歳)

。
明
和
、
安
永
の
騒
動
で
の
出
費
、
郡
代
就
任
の
た
め
の

田
沼
意
次
へ
の
贈
賄
、
天
明
の
飢
饉
、
高
山
大
火
な
ど
で
財
政
が
逼
迫
し
、
庶
民
の
反
感
を
招
く
施
策
を
と
る
。
①
一
条
金
と
称
す
る
六
千
余
両
の
強
制
的
な
借

り
入
れ
、
②
天
明
飢
饉
の
時
の
年
貢
安
石
代
の
返
金
分
の
強
制
的
献
金
、
③
百
姓
救
助
金
の
使
い
込
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
天
明
の
大
原
騒
動
に
発
展
。
江
戸
へ
召

喚
さ
れ
、
寛
政
一
年(

一
七
八
九)
十
二
月
二
十
五
日
に
八
丈
島
へ
流
刑
の
判
決
。
在
島
二
十
二
年
で
許
さ
れ
て
江
戸
へ
帰
る
。
著
書
『
丙
午
詩
集
』。
享
年
六
十
。

(

高
山
市
史
・
飛
騨
春
秋
・
紙
魚
の
や
と
り) 

【
飛
騨
人
物
事
典
抜
粋
】 

  
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
賢
蕭
寺
下
追
憾
恨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
窮
身
没
千
秋
後
名 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

存
四
海
中
年
華
流
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

疾
春
暮
落
花
空
今
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

祭
如
在
悵
然
徒
慕
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

■
正
純 
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第
二
十
一
代
郡
代 

小
野 

高
福(

朝
右
衛
門)[

お
の
・
た
か
よ
し(

あ
さ
え
も
ん)] 

生
年
不
詳
～
嘉
永
五
年(

一
八
五
二)

閏
二
月
二
十
八
日 

二
十
一
代
飛
騨
郡
代
。
朝
右
衛
門
と
称
す
る
。
山
岡
鉄
舟
の
父
。
弘
化
二
年(

一
八
四
五)

八
月
二
十
四
日
、
御
蔵
奉
行
か
ら
高
山
陣
屋
に
着
任
。
前
任
の
豊
田
郡

代
の
天
保
の
改
革
の
後
を
受
け
て
、
そ
の
維
持
に
努
め
る
。
飛
騨
地
域
に
あ
る
丙
午
生
ま
れ
の
迷
信
の
打
破
や
、
宗
門
人
別
帳
が
形
式
的
に
な
っ
て
い
た
の
を
実

際
に
即
さ
せ
、
八
十
歳
以
上
の
長
寿
者
を
賞
す
る
。
外
国
船
渡
来
の
形
勢
を
考
え
て
城
山
で
狼
煙
の
実
演
を
し
た
り
、
嘉
永
五
年(

一
八
五
二)

閏
二
月
に
は
上
野
平

で
教
練
を
行
な
う
。
高
福
の
喪
は
六
月
五
日
ま
で
秘
さ
れ
た
。
享
年
七
八
歳
。(

丹
生
川
村
史
・
飛
騨
編
年
史
要) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勢
田
曝
網

せ
た
に
あ
み
を
さ
ら
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
山
月

と
う
さ
ん
の
つ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
色

紅
天

い
っ
し
ょ
く
の
こ
う
て
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

両

景

光

り
ょ
う
け
い
ひ
か
る 
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第
二
十
四
代
郡
代 

高
柳 

元
暱(

小
三
郎)[

た
か
や
な
ぎ
・
も
と
ち
か(

こ
さ
ぶ
ろ
う)] 

生
年
不
詳
～
慶
応
一
年(

一
八
六
五)

十
月
十
九
日 

二
十
四
代
飛
騨
郡
代
。
小
三
郎
と
称
す
る
。
元
治
一
年(

一
八
六
四)

に
御
勘
定
組
頭
か
ら
転
ず
る
。
将
軍
の
長
州
征
伐
の
た
め
献
金
勧
誘
に
努
力
す
る
。
越
前
本

保
陣
屋
に
出
張
し
て
い
て
病
死
。(

飛
騨
編
年
史
要
・
高
山
市
史
・
飛
騨
史
科) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

      

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

机 

文
机
に
夜
昼
も
な
く
む
か
え
ど
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
む
甲
斐
な
き
は
月
日
な
り
け
り 

元
暱 
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第
二
章 

陣
屋
役
人 

代
官
・
郡
代
と
接
す
る
機
会
の
多
い
役
人
た
ち
は
、
真
っ
先
に
最
先
端
の
知
識
に
遇
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た
。 

 

飯
山 

延
昌(
治
右
衛
門)[

い
い
や
ま
・
の
ぶ
ま
さ(

じ
え
も
ん)] 

生
年
不
詳
～
明
和
八
年(

一
七
七
一)

一
月
十
一
日 

書
家
・
飛
騨
地
役
人
。
篠
助
・
治
右
衛
門
と
称
す
る
。
名
は
和
楽
。
字
を
不
白
。
白
隠
禅
師
か
ら
千
山
不
白
の
縫
合
を
受
け
る
。
書
を
細
井
広
沢(

江
戸
前
・
中

期
の
書
家)

に
学
び
、
篆
・
隷
・
草
書
に
優
れ
る
。
剣
術
は
川
上
立
水
に
学
ぶ
。
俳
諧
も
よ
く
し
た
。
上
倉
老
梅
子
著
『
俳
夜
灯
』
を
筆
記
。
享
年
五
七
。（
紙
魚
の

や
と
り
・
斐
山
語
草
） 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

 
 

       
 

月 満 

金 

精 

 

玉 

英 
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井
田 

至
芳[

い
だ
・
し
ほ
う] 

生
年
不
詳
～
明
和
八
年(

一
七
七
一)

九
月
七
日 

飛
騨
代
官
の
柴
村
藤
右
衛
門
盛
喬
の
元
締
・
俳
人
。
江
戸
の
人
。
柴
村
に
従
っ
て
寛
延
三
年
九
月
着
任
。
通
称
は
嘉
藤
次
。
号
を
風
菊
房
・
古
珍
・
杉
雪
楼
。
加

藤
歩
簫
が
「
元
締
井
田
嘉
藤
次
、
吟
味
並
び
に
諸
御
用
向
等
古
今
の
達
人
」
と
褒
め
て
い
る
。
飛
騨
俳
壇
の
振
興
に
貢
献
。
高
山
を
去
る
に
当
た
っ
て
、
芭
蕉
の
真

蹟
及
び
俳
器
を
法
華
寺
へ
奉
納
し
た
が
現
存
し
な
い
。
野
口
午
有
の
遺
稿
『
み
つ
け
し
き
』
と
、
甲
州
草
々
庵
梅
堂
編
の
芭
蕉
翁
建
碑
記
念
『
甲
斐
塚
集
』
の
、
い

ず
れ
も
序
文
を
書
く
。
江
戸
で
没
。(

飛
騨
史
壇) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

           
 

さ
ひ
く
さ
に
か
さ
な
り
て
寝
る
■
沙
ゝ
な
と 
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館 

柳
湾[

た
ち
・
り
ゅ
う
わ
ん] 

宝
暦
十
二
年(

一
七
六
二)

三
月
十
一
日
～
弘
化
一
年(

一
八
四
四)

四
月
十
三
日 

江
戸
中
・
後
期
の
漢
詩
人
。
越
後
の
人
。
通
称
は
雄
次
郎
。
号
は
石
香
斎
。
字
を
枢
卿
。 

寛
政
十
二
年(
一
八
〇
〇)

四
月
に
飛
騨
郡
代
・
小
出
大
助
の
元
締
と
し
て
着
任
し
、
文
化
一
年(

一
八
〇
四)

退
任
。
赤
田
臥
牛
ら
と
交
わ
る
。
著
書
『
柳
湾
漁
唱
』

に
は
飛
騨
で
の
作
品
が
多
い
。
編
著
『
林
園
月
令
』。(

高
山
市
史
・
日
本
歴
史
人
物
事
典) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

     
 

野
路
停
鞭
処
西
山
暗
暮
霞
鐘
声
煙 

外
寺
燈
火
樹
間
家
行
役
難
云
苦
詩
情 

還
自
賖
祇
愁
明
月
雨
閣
々
認
鳴
蛙 

 

薫
風
拂
野
争
看
射
柳
之
弓 

(

薫
風
野
を
拂
い
て
争
い
射
柳
の
弓
を
看
る)

「
五
月
の
風
が
野
を
わ
た
っ
て
争
う
よ
う
に
吹
く
。
射
柳
の
弓
の
様
を
見
る
よ
う
だ
」 

※
射
柳…

古
の
遊
戯
。
端
午
の
日
に
枝
を
毬
場
に
め
ぐ
ら
し
馬
を
馳
せ
て
こ
れ
を
射
る
も
の 
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第
三
章 

文
学
者(

近
世) 

市
井
の
民
の
中
で
も
、
も
た
ら
さ
れ
た
知
識
を
学
び
、
ま
た
独
自
に
知
識
を
求
め
る
者
が
居
た
。 

 

森 

江
鷁[
も
り
・
こ
う
げ
き] 

承
応
二
年(

一
六
五
三)

～
享
保
十
六
年(

一
七
三
一)

七
月
十
九
日 

俳
人
・
富
商
。
古
川
郷
古
川
町
方
生
ま
れ
。
森
与
治
兵
衛
の
子
。
幼
名
は
与
三
郎
。
名
は
孝
政
・
賀
禅
。
号
は
可
参
隠
子
。
通

称
を
彦
兵
衛
。 

高
山
の
親
族
の
守
八
郎
兵
衛
に
養
わ
れ
一
家
を
立
て
て
大
坂
屋
治
助
と
称
す
る
。
後
に
小
森
姓
を
名
乗
る
。
宝
永
五
年(

一
七

〇
八)

に
飛
騨
で
最
初
の
句
集
『
久
羅
井
山
』
を
編
集
し
出
版
。
俳
句
結
社
「
雲
橋
庵
」
を
創
立
し
て
初
代
宗
匠
。(

飛
騨
史
壇) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

松
の
葉
に
包
ム
手
向
や
春
嵐 
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津
野 

滄
州[

つ
の
・
そ
う
し
ゅ
う] 

享
保
三
年(

一
七
一
八)

〜
寛
政
二
年(

一
七
九
〇)

七
月
二
十
三
日 

養
蚕
功
労
者
・
石
器
収
集
家
・
酒
造
業
・
糸
問
屋
。
高
山
二
之
町
の
人
。
名
は
義
見
。
号
は
蒲
公
英
主
・
金
華
主
人
・
金
華
三
愛
主
・
◯
徳
斎
。
字
は
有
鄰
。
通

称
を
福
島
屋
五
右
衛
門
。 

飛
騨
の
養
蚕
振
興
の
た
め
三
河
で
蚕
の
飼
育
方
法
を
習
得
し
て
帰
り
、
飛
騨
各
地
で
指
導
。
さ
ら
に
三
河
な
ど
か
ら
蚕
種
や
桑
苗
を
求
め
て
無
償
で
配
布
。
こ

う
し
た
私
財
を
投
じ
た
努
力
が
実
っ
て
、
飛
騨
の
生
糸
と
紬
の
生
産
額
は
五
十
倍
以
上
に
な
る
。
こ
の
功
に
よ
り
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
。
詩
文
、
俳
句
、
狂
歌
を

た
し
な
む
ほ
か
石
器
収
集
・
研
究
の
草
分
け
的
な
存
在
。
著
書
『
金
華
三
愛
集
』『
飛
州
燕
石
録
』
ほ
か
。(

飛
騨
人
物
考
・
斐
山
語
草
・
飛
騨
史
壇) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       
 

さ
さ
魚
の
夢
は
さ
め
た
り
初
あ
ら
し 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飛
ダ
多
加
山 

滄
洲 
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上
木 

清
成(

重
膺)[

う
わ
ぎ
・
き
よ
な
り(

あ
つ
む
ね)] 

寛
政
九
年(

一
七
九
七)

～
文
久
二
年(

一
八
六
二)

四
月
八
日 

国
学
者
で
荏
名
門
の
四
傑
。
名
は
重
膺
、
幼
名
は
太
郎
。
号
は
倭
文
舎
・
春
翁
。
通
名
を
清
九
郎
・
甚
四
郎
。
上
木
重
郷
の
長
男
。 

代
々
酒
造
業
を
営
む
高
山
の
商
家
。
国
学
を
田
中
大
秀
に
学
ぶ
。
古
典
の
研
究
、
雅
楽
、
謡
曲
、
茶
道
に
優
れ
多
く
の
弟
子
を
育
て
る
。
文
久
元
年(

一
八
六
一)

、

不
起
の
病
と
知
る
と
門
人
を
自
邸
に
集
め
、
富
田
礼
彦
に
就
い
て
学
ぶ
よ
う
言
い
聞
か
せ
、
礼
彦
を
招
い
て
師
を
交
替
す
る
式
を
行
な
う
。
著
書
『
万
葉
集
楢
之

枝
折
』
十
五
巻
、『
歌
文
集
』
十
一
巻
。
明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四)

に
孫
の
上
木
清
根
が
遺
稿
を
集
め
『
倭
文
舎
集
』
一
巻
を
刊
行
。(

高
山
市
史
・
飛
騨
人
物
考) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

      
 

義父還曆賀屏餘帳 全五卷 
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桐
山 

力
所[

き
り
や
ま
・
り
き
し
ょ] 

文
化
七
年(

一
八
一
〇)

～
安
政
五
年(

一
八
五
八)

十
二
月
十
六
日 

郷
土
史
家
。
高
山
二
之
町
生
ま
れ
。
浄
所
の
子
。
幼
名
は
佐
六
、
後
に
新
兵
衛
・
新
五
郎
、
晩
年
は
新
五
兵
衛
。
名
は
震
。
字
は
尉
敦
。
通
称
を
勘
兵
衛
。
家
を

倘
徉
園
と
号
す
る
。
赤
田
章
斎
の
門
に
入
り
詩
文
を
よ
く
す
る
。
書
・
絵
画
・
雅
楽
・
茶
道
に
通
じ
門
人
が
多
か
っ
た
。
晩
年
は
家
を
中
所
に
譲
り
、
京
都
の
小
野

宮
増
護
大
僧
正
の
門
に
入
っ
て
、
当
時
の
町
民
と
し
て
は
最
高
の
桐
香
印
敦
公
法
橋
力
所
大
居
士
の
法
号
を
受
け
る
。
著
書
『
飛
騨
遺
乗
合
府
』『
飛
騨
群
鑑
』『
飛

州
志
拾
遺
』。(

飛
騨
編
年
史
要
・
飛
騨
文
教
史
・
丹
生
川
村
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

               
 

鯉
鱗
三
十
六
一
ゝ
雄
未
成
渊
底 

 

保
坤
色
■
時
養
元
精
何
當 

一
跳
逃
龍
門
飛
双
晴
年
々 

風
雨
荒
聊
此
和
生 
力
所
老
人 
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南
裔 

楚
雄[

な
ん
ね
い
・
そ
ゆ
う] 

生
年
不
詳
～
文
化
三
年(

一
八
〇
六)

九
月
十
一
日 

高
山
市
宗
猷
寺
十
世
・
笠
ヶ
岳
の
開
山
・
篆
書
の
大
家
。
丹
生
川
村
三
之
瀬
生
ま
れ
で
俗
性
は
山
下
。
真
竜
山
人
と
称
す
る
。
同
寺
の
法
弟
を
経
て
、
江
戸
へ

出
て
仏
典
を
研
究
す
る
傍
ら
三
井
親
和
に
書
を
学
ぶ
。
上
宝
村
岩
井
戸
に
あ
る
字
書
き
岩
は
、
元
々
は
南
裔
の
書
「
万
古
不
易
」
を
彫
っ
た
も
の
。
天
明
三
年(

一

七
八
三)

六
月
、
笠
ヶ
岳
を
開
い
て
本
地
仏
を
安
置
。(

飛
騨
人
物
考
・
丹
生
川
村
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

                 
 

 
 

青 
 

山
飛
瀑
色 

白
日
走
江 

聲 

 

七
十
五
歲
南
裔 
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野
口 

午
有[

の
ぐ
ち
・
ご
ゆ
う] 

生
年
不
祥
～
寛
延
四
年(

一
七
五
一)

二
月
二
十
二
日 

御
役
所
御
出
入
医
師
・
俳
人
。
越
中
富
山
の
人
。
補
透
主
人
・
養
安
と
称
す
。 

高
山
へ
移
住
し
開
業
。
江
戸
か
ら
高
山
に
移
住
し
て
い
た
俳
人
の
井
田
至
芳
と
親
交
深
く
「
雲
橋
庵
」
四
世
宗
匠
を
継
ぐ
。
句
集
『
美
津
気
之
記(

み
ず
げ
し
き)

』

を
編
集
。(

高
山
市
史
・
斐
山
語
草) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

             
 

行
秋
や
乳
房
に
な
る
ゝ
種
瓢 
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野
口 

兎
来[

の
ぐ
ち
・
と
ら
い] 

享
保
八
年(

一
七
二
三)

～
寛
政
四
年(

一
七
九
二)

十
二
月
二
十
四
日 

御
役
所
御
出
入
医
師
・
俳
人
。
高
山
の
人
。
午
有
の
長
男
。
初
名
は
元
安
。
通
名
を
養
安
。
号
は
片
月
窓
・
月
窓
・
枇
杷
亭
。 

医
術
と
俳
諧
を
父
に
学
ぶ
。
宝
暦
三
年(

一
七
五
三)

父
午
有
の
編
ん
だ
井
田
至
芳
序
、
兎
来
跋
「
美
津
気
之
記
」
を
上
梓
。
享
年
七
〇
。(

高
山
市
史
・
飛
騨
俳
家

人
名
録) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

          
 

人
を
見
ぬ
人
の
往
来
や
け
ふ
の
月 

兎
来 
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平
田 

長
等[

ひ
ら
た
・
な
が
ら] 

生
年
不
祥
～
文
化
元
年(

一
八
〇
四)

三
月
八
日 

俳
人
。
名
は
友
直
。
字
を
子
温
、
今
日
庵
。
通
名
忠
次
郎
。 

俳
道
の
造
詣
深
く
佳
吟
多
い
。「
雲
橋
社
」
元
勲
。 

         
 

冬
や
春
障
子
ひ
ら
け
て
■
の
内 
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加
藤 

歩
簫[

か
と
う
・
ほ
し
ょ
う] 

 
雲
橋
社
中
興
の
俳
人
で
五
世
。
高
山
二
之
町
生
ま
れ
。
玄
俊
の
子
。
名
は
貴
雄
。
通
称
は
小
三
。
号
を
蘭
亭
・
志
羅
々
翁
・
白
翁
・
里
秋
。 

五
升
庵
蝶
夢
に
俳
諧
を
、
伴
蒿
蹊
に
国
学
を
学
ぶ
。
父
の
私
塾
を
継
い
で
、
田
中
大
秀
、
赤
田
臥
牛
ら
多
く
の
俳
人
・
学
者
を
輩
出
。
文
化
十
三
年(

一
八
一
六)

西
茂
住
の
山
峡
に
俳
人
・
野
沢
凡
兆
の
遺
詠
地
を
探
し
て
岸
壁
に
「
鷲
の
巣
の
樟
の
枯
枝
に
日
は
入
ぬ
」
を
著
し
彫
ら
せ
る
。
図
書
千
冊
余
を
収
集
し
て
「
雲
橋
社

文
庫
」
を
開
設
。
こ
れ
は
飛
騨
初
の
公
開
文
庫
。
昭
和
三
年(

一
九
二
八)

に
従
五
位
を
追
贈
さ
れ
る
。
墓
は
東
山
法
華
寺
。
著
書
『
紙
魚
の
や
と
り
』『
ゆ
き
き
の

旅
つ
と
』『
蘭
亭
尚
歯
巻
』『
よ
し
な
し
草
』
な
ど
。(

高
山
市
史
・
丹
生
川
村
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

 
 

雲
橋
社[

う
ん
き
ょ
う
し
ゃ] 

幕
末
紛
乱
の
世
に
際
し
、
雲
橋
社
の
耆
宿
前
後
調
謝
し
て
、
社
運
漸
く
哀
頽
に
傾
い
た
が
、
加
藤
趬
翁
独
恬
淡
と
し
て
社
童
と
共
に
残
燈
を
守
り
俳
諧
の
維
持

に
努
め
て
来
た
。
斯
く
て
明
治
初
期
を
過
ぎ
て
文
運
漸
く
振
興
し
、
桃
村
・
周
可
・
小
湖
・
枘
齊
等
相
次
ぎ
て
社
中
の
人
と
な
っ
た
。 

明
治
十
九
年
福
田
蕉
滴
県
会
議
員
と
し
て
岐
阜
市
に
往
来
し
た
が
、
時
の
知
事
小
崎
我
々
亭
蕉
滴
に
勧
め
て
獅
子
門
道
統
第
十
七
世
棚
橋
碌
翁
の
門
に
入
ら
し

め
た
。
爾
来
蕉
滴
・
原
長
松
・
上
木
可
中
・
日
下
部
雨
外
・
古
島
夕
景
・
柿
下
得
園
・
野
中
井
蛙
等
と
語
ら
い
瓢
箪
会
を
組
織
し
、
時
々
俳
莚
を
開
い
た
。 

然
か
し
適
当
な
指
導
者
が
な
い
の
で
、
趬
翁
に
請
い
て
雲
橋
社
第
四
世
の
立
机
式
を
挙
け
し
め
た
。 

奥
村
野
秋
歿
後
雲
橋
社
文
机
空
し
く
庫
中
に
藏
せ
ら
れ
る
こ
と
茲
に
三
十
二
年
、
終
始
正
風
俳
統
を
死
守
し
て
来
た
趬
翁
・
掃
月
の
功
績
を
思
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
可
中
庵
に
於
て
瓢
箪
会
の
納
会
を
開
き
、
席
上
掃
月
・
雨
外
を
双
方
の
代
表
と
し
、
瓢
箪
会
を
雲
橋
社
に
併
合
す
る
議
を

決
し
、
爾
来
毎
月
二
、
三
回
俳
席
を
開
い
て
研
究
を
継
続
し
た
。 

【
高
山
市
史
下
巻
】 
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我
に
ひ
と
し
き 

 
 

 
 

貧
者
を
た
ず
ぬ
る
に
会
え
ず 

 
 

 
 

 
 

留
守
の
戸
に
書
き
つ
く 

 

竹
の
子
や
明
日
は 

 
 

売
ら
れ
て
い
く
よ
う
す 

 

 
 

 
 

 
 

 

八
十
四
翁 

し
羅
々
翁 
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赤
田 

臥
牛[

あ
か
だ
・
が
ぎ
ゅ
う] 

 

延
享
四
年(

一
七
四
七)

～
文
政
五
年(

一
八
二
二)

七
月
二
十
二
日 

儒
学
者
。
高
山
一
之
町
の
人
。
初
名
は
朱
義
、
後
に
元
義
。
通
称
新
助
。
号
を
臥
牛
山
人
・
白
雲
山
樵
。
酒
造
家
の
生
ま
れ
。
信
長
に
敗
れ
た
六
角
義
弼
の
将
・

赤
田
信
濃
守
の
子
孫
と
い
う
。 

勝
久
寺
の
瑞
雲
雪
峰
に
論
孟
と
五
経
の
句
読
を
受
け
る
。
津
野
滄
洲
は
臥
牛
の
才
能
を
惜
し
み
、
尾
張
の
松
平
君
山
、
浅
井
図
南
、
江
戸
の
宇
野
明
霞
、
館
柳
湾

(

飛
騨
郡
代
の
元
締
手
代
で
詩
人)

な
ど
に
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
に
師
事
し
た
臥
牛
は
、
飛
騨
に
お
い
て
不
動
の
地
位
を
築
く
。
江
村
北
海(

江
戸
中
期
の
漢
詩
人)

の

『
日
本
詩
選
』(

安
永
二
年(

一
七
七
三))

に
詩
四
首
が
載
る
。
文
化
二
年(

一
八
〇
五)

に
は
、
官
許
を
得
て
自
邸
に
「
静
修
館
」
を
開
く(

飛
騨
地
方
の
学
問
所
の
初

め)

。
皇
室
を
尊
ぶ
気
が
篤
く
、
津
野
滄
洲
と
図
っ
て
「
籠
の
渡
し
」
と
「
藤
橋
」
の
二
図
を
描
き
、
菅
原
長
親
を
経
て
天
覧
に
供
し
、
そ
の
光
栄
を
喜
び
「
懸
度

行
」
の
長
詩
一
編
を
発
表
。 

著
書
『
臥
牛
集
』。(

高
山
市
史
・
濃
飛
偉
人
傳
・
濃
飛
両
国
通
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

 
 

静
修
館[

せ
い
し
ゅ
う
か
ん] 

赤
田
臥
牛
幼
よ
り
学
を
好
む
も
郷
党
師
友
な
く
出
遊
せ
ん
と
す
る
も
父
其
遊
行
を
喜
ば
な
か
っ
た
、
津
野
滄
州(

高
山
人)

之
を
憫
み
為
に
尾
張
の
松
平
君
山
・
浅

井
図
南
・
近
江
の
龍
草
蘆
等
と
通
交
せ
し
め
た
、
是
よ
り
名
声
漸
く
著
は
れ
た
、
臥
牛
年
長
す
る
に
従
い
学
識
益
々
進
み
、
郷
人
多
く
其
の
門
に
入
っ
た
、
郡
代
田

口
五
郎
左
衛
門
幕
府
の
許
可
を
得
て
臥
牛
の
居
宅
脇
に
学
塾
を
建
て
し
め
た
、
静
修
館
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。 

文
政
一
年(

一
八
一
八)

か
ら
父
臥
牛
に
代
わ
っ
て
、
章
斎
が
教
授
、
天
保
三
年(

一
八
三
二)

十
一
月
大
火
で
静
修
館
が
焼
失
し
た
た
め
高
山
馬
場
通
り
海
老
坂
上

に
再
興
し
た
。
弘
化
一
年(

一
八
四
四)

九
月
に
は
神
明
町
角
に
移
築
。
誠
軒
は
父
祖
の
業
を
継
い
だ
、
明
治
一
年(

一
八
六
八)

高
山
県
知
事
梅
村
速
水
か
ら
学
問
取

締
方
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
梅
村
の
治
政
方
針
に
合
わ
ず
静
修
館
を
閉
じ
た
。 

【
高
山
市
史
】 
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赤
田
臥
牛
・
田
中
大
秀
・
加
藤
歩
簫 

貼
り
交
ぜ
掛
け
軸 

紫
門
寂
掩
扇 

月
黒
梅
花
白 

中
為
読
書
軒 

不
知
是
何
客 

（
詩
書
・
臥
牛
） 

海
上 

こ
ぬ
人
を
ま
つ
ら
の
澳
の
ほ
と
と
ぎ
す 

 

郭
公 

も
ろ
こ
し
か
け
て
鳴
り
わ
た
る
な
む 

大
秀 

 

冬
山
や
誰
忘
た
る
鉈
て
は
こ 

 
 

 

步
簫 
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田
中 

大
秀[

た
な
か
・
お
お
ひ
で] 

 

 

安
永
六
年(

一
七
七
七)

八
月
十
五
日
～
弘
化
四
年(

一
八
四
七)

九
月
十
六
日 

国
学
者
。
高
山
一
之
町
の
薬
種
商
の
家
に
生
ま
れ
る
。
通
称
は
弥
兵
衛
・
平
之
丞
。
号
を
紀
文
。
後
に
大
秀
と
改
め
る
。
別
に
八
月
満
・
湯
津
香
木
園
、
晩
年
は

荏
野
翁
・
荏
野
老
人
・
三
酉
。
自
庭
を
千
種
園
と
呼
ぶ
。 

幼
よ
り
読
書
詠
歌
を
好
み
粟
田
知
周
、
伴
蒿
蹊
ら
に
学
ぶ
。
享
和
一
年(

一
八
〇
一)

本
居
宣
長
の
門
に
入
り
、
没
後
は
本
居
大
平
を
訪
ね
国
典
を
研
究
。
飛
騨
に

初
め
て
国
学
を
伝
え
、
多
く
の
門
人
を
擁
し
た
。
敬
神
勤
皇
の
念
篤
く
、
文
政
一
年(

一
八
一
八)

に
荏
名
神
社
、
同
四
年(

一
八
二
二)

に
飛
騨
総
社
を
再
興
。
歌
学
、

管
弦
も
教
授
。
大
正
四
年(

一
九
一
五)

御
即
位
の
大
典
に
当
た
り
正
五
位
。 

著
書
に
『
竹
取
翁
物
語
解
』『
養
老
美
泉
弁
』『
荏
野
冊
子
』『
土
佐
日
記
解
』
他
。(

高
山
市
史
・
丹
生
川
村
史) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

              

浅
水
橋 

降
り
し
雨
は
夜
間
に
晴
れ
つ
浅
水
の 

 

 
 

 
 

橋
も
と
ど
ろ
に
啼
く
子
規 

 

大
秀 
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大
秀
翁
四
季
詠
・
春
夏
秋
冬(

長
歌
・
反
歌
・
短
歌) 

 

 
 

（
右
隻
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
左
隻
） 
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（
右
隻
） 
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（
左
隻
） 
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大
森 

旭
亭[

お
お
も
り
・
き
ょ
く
て
い] 

生
年
不
詳
～
文
政
十
二
年(

一
八
二
九)

八
月
十
二
日 

篆
刻
家
。
船
津
町
の
人
。
通
称
は
仁
右
衛
門
。
名
は
豹
。
字
は
文
尉
。
号
を
石
雲
斉
。
屋
号
は
庵
屋
・
下
木
戸
。
白
木
類
を
扱
い
酒
造
業
を
営
む
。
京
都
の
芙
蓉

翁
に
篆
刻
を
学
ぶ
。
特
に
古
印
譜
を
研
究
し
て
技
術
は
神
技
と
言
わ
れ
、
富
山
方
面
に
弟
子
が
多
く
富
山
市
中
野
に
旭
亭
翁
碑
が
あ
る
。
文
化
年
間
、
高
原
郷
の

自
然
と
村
々
を
鳥
瞰
図
的
に
描
い
た
「
高
原
絵
巻
」
上
下
二
巻
を
完
成
。
俳
句
、
尺
八
、
三
絃
を
た
し
な
む
。
享
年
七
七.(

飛
騨
編
年
史
要
・
高
山
市
史) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

         
 

君
が
代
の
ち
と
せ
の 

 
 

加
寿
を
か
ぞ
え
て
む 

無
れ
ゐ
る
た
づ
の 

 

ひ
と
つ

〱
を 

 

大
秀 

 

餘
啄
沙
辺
路
幾
群 

九
皐 

清
唳
半
空
聞 

仙
禽
不
是
人 

間
物 

一
挙
高
翔
蓬
島
雲 

 
 

 
 

臥
牛
山
人
義
題 

 

画 

大
森 

旭
亭 
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三
島 

正
英(

勘
左
衛
門)[

み
し
ま
・
ま
さ
ひ
で(

か
ん
ざ
え
も
ん)] 

寛
延
二
年(

一
七
四
九)

一
月
五
日
～
天
保
三
年(

一
八
三
二)

十
二
月
一
日 

孝
子
。
上
木
甚
兵
衛
の
次
男
。
高
山
町
に
生
ま
れ
白
川
郷
一
色
村
の
生
家
・
三
島
家
を
継
ぐ
。
初
名
を
甚
助
。
通
称
を
勘
左
衛
門
。
号
は
酔
狂
山
人
。
実
父
の
勘

兵
衛
が
大
原
騒
動
で
新
島
へ
流
罪
と
な
り
、
そ
の
病
の
報
に
接
し
て
、
看
護
の
た
め
寛
政
三
年(

一
七
九
一)

に
渡
島
。
父
の
没
後
も
一
年
間
は
島
に
と
ど
ま
っ
て
喪

に
服
す
。
同
十
二
年
帰
郷
。
著
書
『
天
明
水
滸
伝
』『
深
山
世
婦
子
鳥
』
ほ
か
。(

飛
騨
編
年
史
要
・
高
山
市
史
・
ひ
だ
び
と) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

        
 

奉
賀 

身
脩
家
■
無
心 

異
■
即
■
春
又
新 

 
 

 

一
門
為
同
奉
萬
寿 
鳳
其
千
歲
侶
尊
親 

正
英 
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二
木 

長
嘯[

に
き
・
ち
ょ
う
し
ょ
う] 宝

暦
五
年(

一
七
五
五)

二
月
二
十
六
日
～
文
化
十
一
年(

一
八
一
四)

六
月
十
日 

石
器
収
集
家
・
酒
造
業
。
二
木
家
七
代
目
。
高
山
二
之
町
の
人
。
呂
竹
の
長
男
。
初
名
は
孫
三
郎
、
後
に
俊
恭
。
字
は
子
敬
。
長
右
衛
門
と
称
す
る
。 

赤
田
臥
牛
と
尾
張
藩
の
学
者
・
松
平
君
山
に
師
事
。
心
学
に
熱
心
で
、
人
心
を
救
お
う
と
国
内
を
一
年
余
り
巡
る
。
石
器
収
集
家
と
し
て
日
本
的
に
著
名
で
木
内

石
亭
と
交
わ
り
、
石
器
類
五
十
点
な
ど
が
国
重
要
美
術
品
と
な
る
。
久
々
野
村
木
賊
洞
村
の
険
路
を
改
修
。
天
明
年
間(

一
七
八
一
～
八
九)

に
白
川
郷
で
天
然
痘
が

発
生
す
る
と
、
京
都
か
ら
薬
を
取
り
寄
せ
て
郷
民
を
守
る
。
絵
を
よ
く
す
る
。
著
書
『
神
代
石
図
』
ほ
か
。(

飛
騨
偉
人
銘
々
伝
・
飛
騨
人
物
考) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

    
 

■
葉
陰
崖
谷 

自
然 

鱗
■
生 

他
時
君
試
賦 

掉
尾
有
中
引 
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蒲 

八
十
村[

か
ば
・
や
そ
む
ら] 

 

文
化
九
年(

一
八
一
二)

十
二
月
十
五
日
～
慶
応
二
年(

一
八
六
六)

五
月
二
七
日 

歌
人
・
手
習
い
教
授
・
能
書
家
・
酒
造
業
。
古
川
の
人
。
蒲
正
茂
の
長
男
。
通
称
は
小
島
屋
。
幼
名
は
永
太
郎
。
冬
麿
・
晴
海
・
与
三
兵
衛
・
長
右
衛
門
と
称
す

る
。
号
を
田
面
舎
・
巨
木
蔭
・
樅
蔭
・
樅
亭
・
宜
木
川
・
漁
叟
・
胡
蝶
亭
。 

赤
田
章
斎
に
漢
学
、
岩
佐
一
亭
に
書
を
学
び
、
特
に
田
中
大
秀
の
門
で
は
四
高
弟
の
一
人
と
称
さ
れ
る
。
家
塾
を
継
ぎ
、
天
保
八
年(

一
八
三
七)

か
ら
手
習
い
教

育
に
従
事
し
門
人
が
多
か
っ
た
。
池
坊
の
華
道
に
も
優
れ
る
。
文
集
、
随
筆
な
ど
多
数
。(

高
山
市
史
・
飛
騨
春
秋
・
飛
騨
偉
人
銘
々
伝) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

 
 

 

白
雲
居 

相
常[

は
く
う
ん
こ
・
そ
う
じ
ょ
う] 

生
年
不
詳
～
慶
応
四
年(

一
八
六
八)

二
月
十
七
日 

高
山
市
の
勝
久
寺
の
僧
・
画
家
。
倪
堂
・
梅
丸
と
称
す
る
。
勝
久
寺
を
退
隠
し
て
白
雲
山
の
北
麓
に
住
む
。
画
を
近
江
の
僧
・
玉
麟
に
学
び
墨
竹
画
が
著
名
。
華

道
は
池
坊
、
茶
道
は
宗
和
流
で
門
人
が
多
か
っ
た
。
華
道
の
「
白
雲
社
」
を
創
設
。
享
年
八
七.(

飛
騨
偉
人
銘
々
伝
・
斐
山
語
草) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 
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（
右
隻
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
左
隻
） 
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（
右
隻
） 

                 
 

■
■
記
草
の
力
も
あ
ら
わ
れ
て 

 

 
 

し
お
れ
ぬ
竹
の
春
の
色
か
な 

 
 

 

八
十
村 

   

は
る
残
る
分
け
の
霜
や
し
お
ら
ま
し 

 

 
 

ゆ
ふ
か
る
さ
む
く
す
さ
ふ
呉
竹 

 
 

八
十
村 

   

ふ
く
風
の
い
さ
さ
む
ら
竹
ふ
る
雨
も 

 

 
 

音
の
か
そ
け
き
■
の
ゆ
ふ
暮 

 
 

 

八
十
村 
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な
お
か
れ
と
は
ぐ
く
み
た
つ
る
竹
の
子
も 

 

 
 

一
筋
あ
ら
む
す
え
を
こ
そ
ま
で 

 
 

八
十
村 

   

老
に
け
る
姿
ま
じ
わ
ぬ
若
竹
の 

 
 

ふ
く
の
は
こ
び
も
か
る
き
な
る
か
な 

八
十
村 

   

よ
ら
れ
つ
つ
松
や
こ
の
君
か
げ
ろ
い
て 

 
 

す
ず
し
く
さ
や
ぐ
夏
の
夕
風 

 
 

 

八
十
村 
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（
左
隻
） 

   
 

音
の
葉
が
目
に
も
さ
や
か
に
み
ゆ
る
ま
で 

 
 

あ
き
た
き
な
び
く
風
の
た
か
む
ら 

 

八
十
村 

   

長
き
夜
の
ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に
呉
竹
の 

 

 
 

葉
分
け
の
露
の
月
で
お
も
れ
る 

 
 

八
十
村 

   

深
み
ど
り
か
わ
ら
ぬ
竹
は
■
く
ら
き 

 

 
 

ゆ
う
べ
も
■
の
色
な
か
り
れ
り 

 
 

八
十
村 
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う
つ
り
ゆ
く
雲
は
嵐
し
む
晴
る
ま
も 

 

 
 

竹
の
林
の
音
ぞ
す
ぐ
る
る 

 
 

 
 

八
十
村 

   

八
十
年
の
霜
を
か
さ
ね
て
か
ら
竹
に 

 

 
 

と
ど
こ
う
り
た
る
も
と
■
■
は
も
な
し 

八
十
村 

   

折
ふ
し
の
う
つ
る
な
が
め
と
こ
こ
ろ
さ
え 

 

 
 

雪
に
な
び
け
る
冬
の
竹
村 

 
 

 
 

 

八
十
村 
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加
藤 

素
毛[

か
と
う
・
そ
も
う] 

文
政
八
年(

一
八
二
五)

十
月
十
七
日
～
明
治
十
二
年(

一
八
七
九)

五
月
十
二
日 

飛
騨
で
初
め
て
渡
米
し
た
人
・
俳
人
。
益
田
郡
下
原
村
生
ま
れ
。
下
原
郷
十
六
か
村
兼
帯
名
主
の
加
藤
三
郎
右
衛
門
の
次
男
。
幼
名
は
藤
平
、
後
に
十
郎
・
雅

英
。
号
を
周
海
・
米
行
子
・
霊
芝
庵
・
君
林
舎
。
飛
騨
郡
代
の
公
用
人
を
務
め
、
後
に
江
戸
へ
移
り
住
む
。
万
延
一
年(

一
八
六
〇)

一
月
、
幕
府
外
国
方
御
用
達
の

伊
勢
屋
平
作
の
手
代
と
し
て
江
戸
幕
府
の
遣
米
使
節
に
加
わ
る
。
九
月
に
帰
国
。
ア
メ
リ
カ
で
の
行
動
、
風
物
を
克
明
に
記
録
し
た
素
毛
の
「
亜
州
周
海
日
記
」
は

日
米
修
好
史
上
の
貴
重
な
資
料(

金
山
町
郷
土
館
蔵)

。
句
集
『
月
の
笠
』『
言
葉
の
塵
』。(

金
山
町
誌) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

         
 

「
東
洋
群
嶋
に
上
陸
し
て 

 

如
月
に
蚊
飛
散
る
島
て
旅
寝
か
な 

素
毛
」 

(

此
の
俳
句
は
加
藤
素
毛
が
幕
府
の
遣
米
使
節

の
一
員
と
し
て
安
政
七
年
正
月
米
国
軍
艦
ポ
ー

ハ
タ
ン
号
に
て
出
航
せ
し
が
太
平
洋
上
に
て
暴

風
雨
に
あ
い
中
途
で
東
洋
群
島(

現
ハ
ワ
イ
諸
島)

に
上
陸
し
漸
ら
く
滞
在
し
た
そ
の
折
り
に
詠
ん

だ
句
で
あ
る)  
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廣
瀬 

重
武[

ひ
ろ
せ
・
し
げ
た
け] 天

保
七
年(

一
八
三
六)

九
月
二
十
一
日
～
明
治
三
十
四
年(

一
九
〇
一)

四
月
六
日 

高
山
区
裁
判
所
長
。
豊
後
竹
田
の
人
。
俗
称
は
友
之
允
・
安
太
郎
・
完
蔵
・
健
一
・
健
六
。
岡
藩
士
で
勤
王
党
に
属
し
数
度
の
弾
圧
を
受
け
る
。
維
新
後
は
新
政

府
に
登
用
さ
れ
大
阪
裁
判
所
取
調
役
な
ど
歴
任
。
明
治
九
年
か
ら
初
代
・
高
山
区
裁
判
所
長
。
軍
神
・
広
瀬
武
夫
中
佐
の
父
。(

飛
騨
編
年
史
要
・
飛
騨
春
秋) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

       
 

肌
寒
き
旅
寝
の
と
こ
や
遠
擣
衣 

 

如
潤 
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近
代(

明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期) 

第
四
章  

 
高
山
県
知
事 

 

明
治
と
な
り
、
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
と
、
明
治
政
府
よ
り
任
命
さ
れ
た
知
事
な
ど
か
ら
、
日
本
全
国
、
そ
し
て
外
国
の
知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

梅
村 

速
水[
う
め
む
ら
・
は
や
み] 

天
保
十
三
年(

一
八
四
二)

～
明
治
三
年(

一
八
七
〇)

十
月
二
十
六
日 

初
代
高
山
県
知
事
。
本
名
は
沼
田
準
次
郎
。
別
名
を
千
原
精
一
郎
・
泉
原
静
逸
郎
・
秋
元
寨
介
・
桜
井
誠
一
・
佐
倉
静
逸
・
梅
村
準
。
水
戸
藩
士
沼
田
泰
晦
の
二

男
。 水

戸
学
を
学
び
脱
藩
し
て
諸
国
を
廻
り
勤
皇
派
の
諸
士
と
交
わ
る
。
明
治
一
年(

一
八
六
八)

三
月
十
三
日
竹
澤
寛
三
郎
か
ら
事
務
を
引
き
継
ぎ
、
内
国
事
務
局
権

判
事
と
し
て
飛
騨
統
治
の
任
に
つ
く
。
梅
村
は
二
十
七
歳
で
高
山
県
知
事
に
任
命
さ
れ
、
翌
明
治
二
年(

一
八
六
九)

三
月
十
四
日
に
解
任
さ
れ
る
ま
で
の
一
年
間

に
、
有
能
な
人
材
の
登
用
、
商
法
局
の
設
置
、
高
山
人
別
米
と
山
方
米
の
廃
止
、
徴
兵
制
の
実
施
、
学
校
の
建
設
な
ど
次
々
新
し
い
政
策
を
実
施
。
急
激
な
改
革
に

な
じ
ま
な
い
民
衆
と
、
不
満
を
持
つ
旧
地
役
人
や
商
人
の
反
対
運
動
か
ら
暴
動
へ
と
発
展
。
暴
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
上
京
中
の
二
月
、
火
事
場
の
喧
嘩
が
発
端
で

打
ち
壊
し
が
始
ま
り
、
飛
騨
全
体
で
百
五
軒
が
焼
か
れ
た
り
壊
さ
れ
た
。
暴
動
を
知
っ
た
梅
村
の
帰
り
を
、
反
対
す
る
一
万
人
余
の
人
々
が
、
投
宿
し
た
萩
原
の

戸
谷
権
十
郎
の
家
に
押
し
寄
せ
火
を
放
つ
。
梅
村
は
胸
を
撃
た
れ
て
負
傷
し
、
苗
木
城
に
逃
げ
た
。
新
政
府
は
梅
村
を
解
任
し
四
月
に
東
京
刑
法
官
へ
引
き
渡
し

た
が
、
罪
状
未
決
の
ま
ま
伝
馬
町
の
獄
中
に
死
去
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
抜
粋
】 

     

山
里
に
新
に
さ
け
る
菊
の
花
深
き 
い
ろ
か
は
け
ふ
よ
り
ぞ
知
る 

波
耶
美 



令和三年度近代文学館調査研究報告書 

―37― 

      
 

消
息
文 
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吉
田 

文
助[

よ
し
だ
・
ぶ
ん
す
け] 

天
保
十
一
年(

一
八
四
〇)

五
月
十
八
日
～
明
治
三
年(

一
八
七
〇)

七
月
十
日 

高
山
県
判
事
・
勤
皇
の
志
士
。
高
原
郷
吉
田
の
常
蓮
寺
了
生
の
三
男
。
幼
名
は
藤
丸
。
名
は
清
徹
。
号
は
繖
城
・
雪
岳
・
春
橋
。
徹
次
郎
・
高
原
敬
之
進
・
藍
民

部
な
ど
の
別
名
を
持
つ
。 

豊
後
日
田
で
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
に
漢
学
を
学
び
、
約
四
年
後
に
は
塾
総
監
と
な
る
。
勤
皇
の
志
士
と
し
て
活
動
し
、
慶
応
二
年(

一
八
六
六)

に
同
志
と
日
田
郡

代
の
襲
撃
を
企
て
る
が
、
事
前
に
発
覚
し
て
逃
れ
る
。
維
新
後
は
高
山
県
判
事
に
登
用
さ
れ
る
が
、
梅
村
騒
動
で
免
職
。
東
京
伝
馬
町
牢
に
収
監
さ
れ
未
決
の
ま

ま
獄
死
。(

斐
山
語
草
・
濃
飛
文
教
史) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

               

新
竹
高
於
屋 

相
以
補 

旧
林 

幽
人
添
一
適
朝 

花
開
鳴
禽 
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宮
原 

大
輔(

積)[

み
や
は
ら
・
だ
い
す
け(

つ
も
る)] 

生
年
不
詳
～
明
治
十
七
年(

一
八
八
四)

九
月
五
日 

高
山
県
権
知
事
。
も
と
因
州
鳥
取
の
藩
士
。
後
に
積
と
改
名
。
号
は
海
宇
。 

梅
村
・
高
山
県
知
事
が
失
脚
し
、
明
治
二
年(

一
八
六
九)

三
月
に
監
察
司
と
し
て
高
山
へ
派
遣
さ
れ
、
判
事
を
経
て
権
知
事
。
梅
村
騒
動
の
原
因
と
な
っ
た
県
政

を
改
め
て
民
心
の
安
定
を
図
る
。
四
年(

一
八
七
一)

十
一
月
二
十
日
、
高
山
県
が
廃
さ
れ
福
島
県
権
令
と
な
る
。
富
田
礼
彦
に
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
編
纂
を
命
じ

る
。
詩
歌
、
文
章
に
長
じ
学
間
所
「
思
誠
館
」
を
開
く
。『
海
宇
遺
稿
』
を
門
人
の
田
中
登
が
ま
と
め
る
。
享
年
六
十
二
。(

丹
生
川
村
史
・
高
山
市
史) 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

     
 

水
花 

水
の
花
の
く
も
の
中
道
い
つ
し
か
と 

 

 
 

 

散
り
や
か
に
な
り
て
目
は
積
け
り 
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ゆ
う
が
ら
す
お
く
れ
て
返
る
一
声
を 

 

 
 

や
み
に
残
し
て
月
は
い
出
に
け
り 

積 

誰 た

か
ぬ
麗 れ

し
一
む
ら
雨
の
あ
と
な
ら
む 

 
 

い
り
日
露
け
き
ゆ
ふ
が
ほ
の
は
な 

積 
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第
五
章  

 

文
学
者(

近
代) 

 

藩
制
度
の
終
り
と
と
も
に
知
識
の
垣
根
も
取
り
払
わ
れ
、
全
国
の
文
学
者
と
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。
様
々
な
文
学
結
社
が
興
り
、
隆
盛
を
極
め
た
。 

 
永
田 
吉
右
衛
門[

な
が
た
・
き
ち
え
も
ん] 

明
治
六
年(

一
八
七
三)

八
月
十
五
日
～
大
正
七
年(

一
九
一
八)

二
月
二
十
六
日 

初
代
高
山
町
長
・
富
商
。
高
山
の
人
。
道
俊
の
子
。
幼
名
は
尚
次
。
号
を
不
及
・
五
松
庵
。
高
山
町
長
三
期
、
大
野
郡
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
を
務
め
政
界
で
重

き
を
な
す
。 

ま
た
飛
騨
銀
行
頭
取
を
始
め
濃
飛
農
工
銀
行
、
飛
騨
電
灯
会
社
な
ど
の
重
役
。
俳
句
、
茶
道
、
弓
道
な
ど
を
多
趣
味
で
、
俳
句
で
は
花
陰
会
の
一
世
宗
匠
と
な

る
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

 
 

 

花
蔭
会[

か
い
ん
か
い] 

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

頃
、
高
山
町
前
越
旭
州
の
提
唱
に
依
っ
て
創
立
さ
れ
た
俳
壇
で
、
漸
次
隆
盛
と
な
り
明
治
四
十
三
年
一
月
を
以
て
、
月
次
句
会
百
五

十
回
記
念
句
碑
を
大
隆
寺
に
建
て
た
。（
句
碑
背
面
）
我
が
花
蔭
会
は
明
治
二
十
二
年
に
起
こ
り
今
年
四
十
三
年
一
月
を
以
て
其
第
一
百
五
十
回
を
開
く
に
至
る
茲

に
同
人
相
謀
り
句
碑
を
建
設
し
以
て
記
念
と
な
す
。
需
に
應
し
伊
藤
松
宇
書
。
明
治
四
十
三
年
四
月
花
蔭
会
主
唱
者
長
尾
桃
雨
、
勇
伊
助…

(

略)

。 

明
治
四
十
三
年
五
月
二
十
五
日
、
五
松
庵
不
及
宗
匠
の
立
机
式
を
東
照
宮
社
務
所
に
て
執
行
し
、
五
松
庵
立
机
披
露
句
集
を
発
行
し
た
。
句
集
千
八
百
余
名
一

万
四
千
句
に
及
ぶ
盛
況
で
あ
っ
た
。
大
正
四
年
十
月
、
花
蔭
会
月
次
句
会
二
百
回
記
念
に
城
山
正
雲
寺
に
芭
蕉
古
池
の
句
碑
を
建
て
た
。
大
正
七
年
二
月
不
及
宗

匠
歿
し
稍
衰
え
た
が
、
昭
和
五
年
六
月
茶
仏
庵
壺
仙
其
の
統
を
嗣
ぎ
立
机
式
を
行
っ
た
。 

【
高
山
市
史
】 
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[花陰会]文台 

 

花蔭会 句碑除幕式記念 

湯
原 

淇
澳 

保 

倒
扇 

上
木 

象
雨 江

黒 

風
来 

長
尾 

桃
雨 

五
升
庵 

不
及
宗 

無
明
庵 

露
城
宗 

川
上 

又
水 

勇 

桂
雪 

抱
月 

小
野 

東
州 

堀 

花
汀 

一
華 

吉
野 

露
外 

白
川 

白
汀 

有
無
庵 

二
道
宗 

雨
台 

赤
保
木 

竹
友 

呉
外 

岡
本 

翠
雨 
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河
東 

碧
梧
桐[

か
わ
ひ
が
し
・
へ
き
ご
と
う] 

 

明
治
六
年(

一
八
七
三)

二
月
二
十
六
日
～
昭
和
十
二
年(

一
九
三
七)

十
二
月
一
日 

俳
人
。
松
山
市
生
ま
れ
。
名
は
秉
五
郎
。 

正
岡
子
規
に
師
事
し
俳
句
革
新
運
動
に
加
わ
る
。
明
治
三
十
六
年(

一
九
〇
三)

ご
ろ
か
ら
新
傾
向
俳
句
へ
進
む
。
旧
習
打
破
、
真
実
探
求
、
個
性
拡
充
の
時
代
の

風
潮
に
刺
激
さ
れ
全
国
を
風
靡
す
る
。
四
十
二
年(

一
九
〇
九)

七
月
、
続
三
千
里
の
旅
の
途
中
、
信
州
松
本
か
ら
高
山
へ
来
て
若
き
日
の
瀧
井
孝
作
と
出
会
い
、
孝

作
は
歓
迎
句
会
で
認
め
ら
れ
る
。
四
十
五
年(

一
九
一
二)

に
も
再
訪
し
高
山
の
俳
句
界
に
影
響
を
与
え
る
。
四
十
四
年(

一
九
一
一)

俳
誌
『
海
紅
』
を
創
刊
。
著
書

『
碧
梧
桐
俳
句
集
』『
新
俳
句
』。(
日
本
歴
史
人
物
事
典) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

     
 

父
は
梅
賣 

 

碧 

り
を 

早
や
三
人
迄
呼
び 

 
柚
落
と
す
竿
に
て
尖
れ
里 

碧 
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荷
馬
車
に
溜
り
藪
傾
く
に
蝶
の
空 

 

山
蟇
に
水
白
し
苺
た
ゝ
む
雨 

 

燕
去
ん
で
部
屋
々
々
と
も
す
夜
と
な
り 

か
も
つ
き
し
裏
田
に
い
つ
の
松
こ
け
て 
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塩
谷 

鵜
平[

え
ん
や
・
う
へ
い] 

明
治
十
年(

一
八
七
七)

五
月
三
十
日
～
昭
和
十
五
年(

一
九
四
〇)

十
二
月
八
日 

俳
人
。
岐
阜
県
裕
福
な
地
主
の
家
に
生
ま
れ
る
。
塩
谷
宇
平
の
長
男
。
本
名
熊
蔵
、
後
に
宇
平
。
別
号
、
芋
坪
舎
・
華
園
。
東
京
専
門
学
校
（
現
在
の
早
稲
田
大

学
）
邦
語
政
治
科
（
現
在
の
政
治
経
済
学
部
）
卒
業
。
農
業
を
営
む
。
俳
句
は
中
学
か
ら
詠
み
始
め
、
当
初
は
正
岡
子
規
に
師
事
し
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
投
句
す
る
も
、

新
傾
向
俳
句
に
移
行
し
て
い
っ
た
河
東
碧
梧
桐
に
陶
酔
し
、
碧
梧
桐
の
門
人
と
な
る
。
自
身
の
句
誌
『
壬
子
集
』
と
合
併
す
る
形
で
、
碧
梧
桐
が
主
宰
す
る
海
紅
に

参
加
、
自
由
律
俳
句
を
詠
む
よ
う
に
な
る
。
海
紅
同
人
と
と
も
に
、
郷
里
の
岐
阜
で
も
『
鵜
川
』『
俳
薮
』
な
ど
の
俳
誌
を
次
々
と
発
行
、
と
く
に
大
正
二
年(

一
九

一
三)

に
発
行
し
た
個
人
誌
『
土
』
は
生
涯
に
渡
っ
て
続
け
ら
れ
た
。
岐
阜
日
日
新
聞
（
現
在
の
岐
阜
新
聞
）
俳
壇
担
当
。
没
後
、
海
紅
か
ら
鵜
平
追
悼
号
が
発
行

さ
れ
た
。 

【
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
】 

     
 

も
の
詣
で
渡
舟
の
小
岸
氷
つ
た 

鵜
平 
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い
ね
刈
い
と
し
の
と
う
が
ら
し
蜻
蛉
よ 

 

鵜
平 

 

蟻
の
列
に
ぎ
や
か
に
も
な
り 
鵜
平 
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瀧
井 

孝
作[

た
き
い
・
こ
う
さ
く] 

 

明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四)

四
月
四
日
～
昭
和
五
十
九
年(

一
九
八
四)

十
一
月
二
十
一
日 

小
説
家
・
文
化
功
労
者
。
高
山
町
空
町(

現
大
門
町)

生
ま
れ
で
東
京
都
八
王
子
市
に
居
住
。
号
は
折
柴
。 

河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
俳
句
の
道
に
入
っ
た
。
大
正
八
年(

一
九
一
九)

時
事
新
報
記
者
に
な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
芥
川
竜
之
介
、
志
賀
直
哉
ら
の
知
遇
を
得
て
文

筆
活
動
が
旺
盛
と
な
り
『
飛
騨
高
山
』
な
ど
の
短
篇
小
説
や
随
筆
を
次
々
に
発
表
。
昭
和
二
年(

一
九
二
七)

代
表
作
『
無
限
抱
擁
』
発
表
。『
野
趣
』
で
読
売
文
学

賞(

昭
和
四
十
三(

一
九
六
八))
。 

『
俳
人
仲
間
』
で
日
本
文
学
大
賞(

昭
四
九(

一
九
七
四))

。
作
品
は
「
瀧
井
文
学
」
と
評
さ
れ
、
ト
ツ
ト
ツ
と
し
た
中
に
も
独
特
の
味
わ
い
を
持
つ
。
昭
和
十
年

(

一
九
三
五)

の
芥
川
賞
創
設
か
ら
五
十
六
年(

一
九
八
一)

ま
で
選
考
委
員
を
務
め
た
。
俳
句
を
生
涯
の
友
と
し
『
瀧
井
孝
作
全
句
集
』
な
ど
が
あ
る
。
高
山
の
観
光

ポ
ス
タ
ー
に
用
い
る
「
飛
騨
高
山
」
の
文
字
な
ど
六
朝
風
の
書
法
で
も
知
ら
れ
る
。
日
本
芸
術
院
会
員(

昭
三
四)

。
高
山
市
名
誉
市
民(

昭
四
六)

。
文
化
功
労
者(

昭

四
九)

。
勲
二
等
瑞
宝
章(

昭
五
〇)

。
八
王
子
市
名
誉
市
民(

昭
五
〇)

。(

高
山
市
史) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

          
 

我
が
家
に
来
る
も
の
樅
の
葉
あ
び
た
り 

 

折
柴 
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わ
ひ
す
け
よ
わ
か
窓
へ
り
の
西
王
母 

 

初
め
て
の
女
を
描
く
よ
西
王
母 

 

孝
作 

 
 

皿
の
中
ち
さ
い
心
の
苺
か
な 

孝
作 
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柚
原 

畦
菫[

ゆ
は
ら
・
け
い
き
ん] 

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

十
一
月
二
十
七
日
～
明
治
四
十
四
年(

一
九
一
一)

八
月
十
九
日 

俳
人
。
高
山
の
人
。
畦
三
と
称
す
る
。
畠
太
郎
の
五
男
で
柚
原
吉
右
衛
門
の
養
子
。
花
蔭
会
の
俳
人
で
、
瀧
井
孝
作
に
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
。
入
営
後
、
朝

鮮
の
咸
南
道
の
憲
兵
守
備
隊
に
転
属
し
現
地
で
死
去
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

       
 

折
柴
兄
に 

遇
ふ
冬
は
旃
檀
の
實
を
味
は
ん 

 

畦
菫 
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岩
谷 

山
梔
子[

い
わ
や
・
く
ち
な
し] 明

治
十
六
年(

一
八
三
三)

一
月
三
十
日
～
昭
和
十
九
年(

一
九
四
四)

一
月
四
日 

俳
人
、
俳
画
家
、
編
集
者
。
青
森
県
青
森
町(

現
青
森
市)

出
身
。
名
を
健
治
。
複
号
に
木
丹
亭
、
黙
堂
な
ど
。 

著
書
に
『
自
選
乙
字
俳
論
』。
十
代
で
カ
リ
エ
ス
に
罹
り
療
養
す
る
中
で
俳
句
を
始
め
、
地
元
の
俳
句
結
社
「
不
来
会
」
に
参
加
、
二
十
歳
で
高
浜
虚
子
の
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
に
入
会
、
河
東
碧
梧
桐
が
選
者
で
あ
っ
た
新
聞
「
日
本
」
に
も
投
句
す
る
。
碧
梧
桐
の
行
脚(

第
一
次
「
三
千
里
」)

の
際
碧
梧
桐
と
会
い
傾
倒
。…

(

中
略)…

明
治
四
十
三
年(
一
九
一
〇)

に
は
大
谷
句
仏
の
俳
句
結
社
「
懸
葵
」
に
も
入
会
。
京
都
に
住
み
、
俳
誌
『
懸
葵
』
の
編
集
者
と
な
る
。
以
来
大
須
賀
乙
字

の
『
自
選
乙
字
俳
論
』
や
浪
化
の
『
浪
化
俳
句
集
』、『
本
願
寺
歴
代
法
子
句
纂
』
な
ど
多
く
の
句
集
や
俳
論
集
を
編
纂
す
る
。 

 

【
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
】 

       
 

自
笑 

隻
聲
に
魂
を
の
ゝ
く
や
安
居
僧 

梔 

 
 

布
団
干
す
宿
の
温
室
に
茂
る
艸 

梔 
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小
鳥 

良
々[

お
ど
り
り
ょ
う
り
ょ
う] 

明
治
二
十
四
年(

一
八
九
一)

七
月
十
二
日
～
昭
和
二
十
一
年(

一
九
四
六)

九
月
十
五
日 

俳
人
。
高
山
市
本
町
の
人
。
本
名
は
芳
郎
。
号
を
芙
蓉
子
。
河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
に
か
け
て
瀧
井
孝
作
や
福
田
夕
咲
の
兄
・
鋤
雲

ら
と
交
流
。
新
傾
向
俳
句
結
社
「
素
顔
吟
社
」
の
同
人
。
名
句
を
残
し
た
が
晩
年
は
句
作
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
東
京
で
客
死
。
良
々
の
句
集
『
素
顔
』
と
遺
稿
集

『
素
顔
』
を
実
弟
の
小
鳥
節
造
が
刊
行
。 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

       
 

人
の
顔
に
似
た
秋
の
犬
に
津
か
る
る 

 

良
々 
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江
黒 

房
吉(

亀
千)[

え
ぐ
ろ
・
ふ
さ
き
ち(

き
せ
ん)] 

明
治
十
六
年(

一
八
八
三)

五
月
六
日
～
昭
和
二
十
六
年(

一
九
五
一)

十
二
月
一
日 

一
位
一
刀
彫
師
。
高
山
町
八
軒
町
生
ま
れ
で
高
山
市
本
町
二
に
居
住
。
号
は
亮
聲(

初
代)

、
俳
号
は
亀
千
。
明
治
三
十
二
年(

一
八
九
九)

に
上
京
し
、
日
本
彫
刻

会
の
森
鳳
聲
の
も
と
で
修
業
。
三
十
五
年(

一
九
〇
二)

日
本
美
術
協
会
展
に
入
選
。
四
十
年(

一
九
〇
七)

帰
郷
し
て
木
彫
に
専
念
。
善
応
寺(

高
山
市)

の
釈
迦
三
尊
、

一
本
杉
白
山
神
社(

同)
神
輿
彫
刻
、
延
命
寺(

長
崎
市)

薬
師
十
二
神
将
な
ど
の
作
品
を
残
し
た
。
俳
句
を
よ
く
し
、
明
治
四
十
三
年(

一
九
一
〇)

花
蔭
会(

の
ち
山
ず

み
会)

に
入
会
。
大
正
八
年(
一
九
一
九)

に
は
、
上
木
可
月
と
と
も
に
飛
騨
俳
壇
社
を
結
成
、
さ
ら
に
水
音
社
を
再
興
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

     
 

花
の
宴
幕
様
々
の
紋
と
こ
ろ 

亀
千 
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江
黒 

亮
一(

木
鳥)[

え
ぐ
ろ
・
り
ょ
う
い
ち(

も
く
ち
ょ
う)] 

明
治
四
十
二
年(

一
九
〇
九)

一
月
十
七
日
～
没 

一
位
一
刀
彫
師
。
高
山
町
八
軒
町
生
ま
れ
。
房
吉
の
長
男
。
号
は
亮
声(

二
代
目)

、
俳
号
は
木
鳥
。
斐
太
中
学
卒
。
昭
和
二
年(

一
九
二
九)

か
ら
家
業
の
一
位
一

刀
彫
を
父
に
学
ん
だ
。
五
十
四
年(

一
九
七
九)

に
は
泰
岳
寺(

春
日
井
市)

の
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
完
成
。
五
十
五
年(

一
九
八
〇)

県
下
初
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ

れ
た
一
人
。
六
十
一
年(
一
九
八
六)

飛
騨
伝
統
工
芸
会
長
就
任
。
俳
句
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
好
み
、
趣
味
の
年
賀
状
交
換
会
「
芸
社
」
主
宰
。
山
ず
み
会
同
人
。

錦
高
会
員
。
著
書
『
き
つ
ゝ
き
』。
伝
統
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
功
労
者
表
彰(

昭
五
二)

。
高
山
市
文
化
協
会
の
文
化
功
労
顕
彰(

昭
六
二)

。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

       
 

春
宵
の
木
屑
こ
ま
や
か
女
面
彫
る 

木
鳥 
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五
升
庵 

蝶
夢[

ご
し
ょ
う
あ
ん
ち
ょ
う
む] 

享
保
十
七
年(

一
七
三
二)

〜
寛
政
七
年(

一
七
九
五)

十
二
月
二
十
四
日 

俳
諧
作
者
。
京
都
生
ま
れ
。
別
号
は
泊
庵
・
睡
花
堂
。 

芭
蕉
顕
彰
史
上
の
功
績
者
。
伴
蒿
蹊
と
交
わ
っ
て
い
た
関
係
で
、
蒿
蹊
の
教
え
を
受
け
た
加
藤
歩
簫
と
交
流
。
雲
橋
社
に
伝
わ
る
粉
本
『
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
』
の
作

者
で
も
あ
る
。(

俳
文
学
大
辞
典
・
蘭
亭
遺
稿) 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

      
 

花
蔭
会
時
雨
会 

句
集 
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水
音
社[

す
い
お
ん
し
ゃ]

 
悪
代
官
と
し
て
そ
の
名
の
高
い
大
原
彦
四
郎
が
、
幕
命
に
よ
っ
て
明
和
三
年
二
月
飛
騨
に
入
り
、
着
任
後
間
も
な
く
清
流
亭
楚
諾
と
号
し
俳
壇
水
音
社
を
起
し
、

第
一
世
宗
匠
と
な
っ
た(

第
二
世
坂
田
儲
史
、
第
三
世
近
藤
一
左
、
第
四
世
村
瀬
也
彦
、
第
五
世
平
瀬
東
有
、
第
六
世
上
木
雨
台
、
第
七
世
上
木
可
月) 

明
治
時
代
中
絶
の
形
だ
っ
た
が
、
上
木
雨
台
氏
に
よ
っ
て
再
興
す
る
も
大
正
二
年
六
月
、
同
氏
の
逝
去
に
よ
り
ま
た
も
中
絶
。
そ
の
間
勇
桂
雪
氏
が
文
台
を
保

管
、
大
正
六
年
八
月
上
木
可
月
氏
が
宗
匠
と
な
り
大
正
十
二
年
十
二
月
水
音
社
の
立
机
披
露
。
昭
和
十
八
年
八
月
同
宗
匠
逝
去
後
江
黒
亀
千
氏
が
文
台
を
保
管
、

昭
和
三
十
二
年
一
月
亀
千
氏
子
息
木
鳥
氏
か
ら
郷
風
会
が
引
継
を
得
、
そ
の
名
と
文
台
を
継
承
、
現
在
に
至
っ
た
。 

【
保
谷
正
葉
第
四
句
集
「
人
生
の
旅
」
よ
り
】 

      
 

水音社関連書籍 

(大正 10 年)水音社前身淳風社の人々(国分寺境内) 

不
老
庵
可
月
宗
匠 

保
谷 

正
葉 

小
川 

台
泉 

 
 

住 

其
芳 

 

江
黒 

亀
千 

 
 

二
村 

九
也 

赤
保
木 

竹
友 

 
 

 

武
藤 

蕪
村 

森
部 

柴
舟 

 
 

戸
埼 

木
公 
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第
六
章 

近
世
・
近
代
・
現
代
の
文
芸
組
織 

俳
句
結
社 

近 

世 

［
水
音
社
］
明
和
三(

一
七
七
六)
～
明
治
末 

大
原 

楚
諾 

坂
田 

儲
史 

近
藤 

一
左 

村
瀬 

也
彦 

平
瀬 

東
有 

上
木 

雨
台 

上
木 

可
月 

 

［
雲
橋
社
］
安
永
二(

一
七
七
三)

～
平
成 

加
藤 

歩
簫 

野
口 

弄
花 

加
藤 

李
充 

加
藤 

趬
翁 

吉
島 

掃
月 

日
下
部 

雨
外 

西
本 

小
夢 

伊
東 

清
秋 

小
森 

素
峰 

加
藤 

千
歩 

 

  

近 

代 

［
瓢
箪
会
］
明
治
一
九(

一
八
八
六)

～
明
治
中
期 

福
田 

蕉
滴 

上
木 

可
中 

日
下
部 

雨
外 

柿
下 

得
園 

杉
下 

守
中 

 

［
蕉
習
社
］
明
治
二
五(

一
八
九
二)

～
二
九(

一
八
九
六) 

長
瀬 

壺
仙 

岡
田 

禾
木 

長
尾 

桃
雨 

前
越 

旭
州 

 

［
花
蔭
会
］
明
治
三
一(

一
八
九
七)

～
昭
和
一
〇(

一
九
三
五) 

永
田 

不
及 

柚
原 

畦
菫 

勇 

桂
雪 

小
野 

東
州 

堀 

花
汀 

 

赤
保
木 

竹
友 

真
木 
帆
逸 

小
森 

素
峰 

福
田 

鋤
雲 

伊
東 
清
秋 

福
田 

象
女 

柿
下 

青
緑 

古
島 

夕
景 

 

［
深
山
会
］
明
治
四
〇(
一
九
〇
七)

年
代 

柚
原 

畦
菫 

瀧
井 
折
柴 

中
谷 

芋
子 

 

［
笹
魚
吟
社
］
明
治
四
二(

一
九
〇
九)
～
大
正
五(

一
九
一
六) 

福
田 

鋤
雲 

長
瀬 

素
鳥
瓶 

  

   

［
山
ず
み
会(

桷
会)

］
昭
和
三(

一
九
二
八)

～ 

長
瀬 

素
鳥
瓶 

 

江
黒 

亀
千 

小
森 

耳
風 

小
峯 

大
羽 

長
尾 

桃
雨 

柿
下 

青
緑 

長
瀬 

壺
仙 

岡
田 

禾
木 

小
鷹 

奇
龍
子 

打
保 

竹
同 

溝
尻 

斐
山 

江
黒 

木
鳥 

真
木 

帆
逸 

山
中 

雪
樵 

 

［
素
顔
］
大
正
一
二(

一
九
二
三)

～
一
三(

一
九
二
四) 

小
鳥 

良
々 

福
田 

夕
咲 

福
田 

鋤
雲 

代
情 

イ
ハ
ホ 

 

［
郷
風
会
］
大
正
一
四(

一
九
二
五)

～
昭
和 

江
黒 

亀
千 

鶴
巣 

奇
松 

保
谷 

正
葉 

上
木 

可
月 

小
鳥 

春
果 

長
瀬 

秀
景 
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現 
代 

［
不
も
と
社
］
昭
和
二
一(

一
九
四
六)

～
平
成
五(

一
九
九
三)

休
会 

山
口 

利
男 
谷
脇 

稔 
 

坂
本 

清 

 

［
木
香
会
］
昭
和
二
三(

一
九
四
八)
～
不
明 

徳
永 

昌
子 

小
林 

正
蔵 

森
田 

拾
菜 

中
西 

辰
江 

 

［
く
ら
が
ね
句
会
］
昭
和
三
四(

一
九
五
九)

～
五
一(
一
九
七
六) 

大
洞 

真
砂 

坂
下 

三
歩 

牛
丸 

芳
日
子 

 

［
飛
騨
俳
句
作
家
協
会
］ 

 

昭
和
三
三(

一
九
五
八)

～
平
成
元(

一
九
八
九) 

山
口 

麓
男 

浅
井 

通
生 

日
下
部 

宵
三 

高
桑 

聡 
 

小
鳥 

幸
男 

加
藤 

裕
香 

 

［
飛
騨
俳
句
会
］
平
成
二(

一
九
九
〇)

～ 

小
鳥 

幸
男 

伊
東 

百
々
栄 

住 

素
蛾 

前
越 

静
二 

加
藤 

裕
香 

桂
川 

ひ
で
を 

坂
本
山 

秀
朗 

   

［
グ
ル
ー
プ
俳
句
会
］ 

葉
月
会 

 

高
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
会 

東
雲
俳
句
会 

の
り
く
ら
句
会 

好
句
風
会  

と
ま
り
木
句
会 

土
筆
会 

 

船
山
句
会  

惜
春
会 

他 
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短
歌
結
社 

近 
世 

［
田
中
大
秀
門
］
文
政
五(

一
八
二
二)

～
明
治
の
頃
ま
で 

山
﨑 

弘
泰 
山
﨑 

弓
雄 

富
田 

礼
彦 

富
田 

道
彦 

上
木 
清
成 

 

［
墨
繩
会
］
文
久
元(

一
八
六
二)

～
大
正
の
頃
ま
で 

山
﨑 

弓
雄 

山
﨑 

弓
束 
富
田 

豊
彦 

田
島 

南
岳 

田
島 

春
園 

 

［
赤
梼
会
］
明
治
初
め(

一
八
六
八)

～
大
正
の
頃
ま
で 

吉
島 

斐
之 

川
上 

尋
春 

安
保 

春
林 

岡
村 

御
蔭 

舩
坂 

真
楫 

牧
野 

英
一 

元
田 

脩
三 

 

  

近 

代 

［
山
百
合
詩
社
］
大
正
七(

一
九
一
八)

～
昭
和
初
め 

福
田 

夕
咲 

黒
内 

桃
月 

牛
丸 

抱
月 

八
賀 

一
雄 

 

［
裸
形
詩
社
］
昭
和
五(

一
九
三
〇)

～
昭
和
十
年
代 

福
田 

夕
咲 

鎌
手 

白
映 

谷
口 

桃
里 

和
仁 

市
太
郎 

  

現 

代 

［
飛
騨
短
歌
会
］
昭
和
二
一(

一
九
四
六)

～
平
成
八(

一
九
九
六) 

福
田 

夕
咲 

山
田 

白
馬 

大
埜
間 

霽
江 

鎌
手 

白
映 

森 

渓
月 

 

江
黒 

美
胤 

谷
口 

桃
里 

浅
本 

義
一
郎 

 

［
道
連
吟
社
］
昭
和
二
二(

一
九
四
七)

～
二
四(

一
九
四
九) 

福
田 

夕
咲 

山
下 

笛
郎 

吉
村 

比
呂
詩 

富
田 

令
禾 

 

［
三
日
会
］
昭
和
二
二(

一
九
四
七)

～
平
成
七
頃(

一
九
九
五) 

川
上 

喜
美 

老
田 

清
子 

都
竹 

豊
治 

浅
田 

清
子 

今
寺 

修
三 

桜
井 

幸
子 

 

［
グ
ル
ー
プ
短
歌
会
］ 

松
室
短
歌
会 

藍
染
短
歌
会 

若
竹
短
歌
会 

千
草
短
歌
会 

柊
短
歌
会  

八
日
町
短
歌
会 

あ
す
な
ろ
短
歌
会 

歌
人
ク
ラ
ブ
高
山 

あ
か
ね
短
歌
会 

河
合
歌
会  

古
川
八
日
会 

古
川
か
す
み
会 

国
府
短
歌
会 

萌
木
会 

 

木
曜
会 

千
種
短
歌
会 

一
之
宮
短
歌
会 

丹
生
川
短
歌
会 

他 
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詩
の
結
社
・
文
芸
誌 

 

［
山
脈
詩
派
］
昭
和
八(

一
九
三
三)

～
二
四(

一
九
四
九) 

和
仁 

市
太
郎 

 

［
飛
騨
文
学
］
昭
和
二
一(

一
九
四
六)

～
二
八(

一
九
五
三) 

吉
村 

比
呂
詩 

和
仁 

市
太
郎 

 

［
詩
星
］
昭
和
二
二(

一
九
四
七)

～
二
四(

一
九
四
九) 

下
田 

惟
直 

清
水 

魚
星 

 

［
山
線
詩
人
］
昭
和
二
四(

一
九
四
九) 

［
森
林
詩
族
］
昭
和
二
八(

一
九
五
三)

～
三
二(

一
九
五
七) 

笠 

俊
介 

 

［
ひ
だ
詩
話
会
］
昭
和
三
一(

一
九
五
六)

～
三
六(

一
九
六
一) 

津
田 

温
司 

 

［
詩
岳
］
昭
和
三
五(

一
九
六
〇)

～
三
九(

一
九
六
四) 

西
浦 

敏
郎 

大
森 

葉
子 

 

［
文
苑
ひ
だ
］
昭
和
三
五(

一
九
六
〇)

～
三
九(

一
九
六
四) 

［
詩
苑
ひ
だ
］
昭
和
三
五(

一
九
六
〇)

～
三
七(

一
九
六
二) 

田
之
下 

徳
重 

 

   

［
飛
騨
作
家
］
昭
和
四
二(

一
九
六
七)

～
六
二(

一
九
八
七) 

大
森 

清
男 

虎
沢 

勇
治 

林 

格
男 

和
仁 

市
太
郎 

 

［
習
作
詩
帖
］
昭
和
四
三(

一
九
六
八)

～
四
七(

一
九
七
二) 

西
村 

宏
一 

 

［
足
音
］
昭
和
四
五(

一
九
七
〇)

～
五
五(

一
九
八
〇) 

桂 

覚
一 

 

三
尾 

洋
子 

 

［
続
・
蛮
］
昭
和
四
六(

一
九
七
一)

～
五
一(

一
九
七
六) 

西
村 

宏
一 

 

［
す
み
な
わ
］
昭
和
五
一(

一
九
七
六)

～
平
成
一
四(

二
〇
〇
二) 

西
村 

宏
一 

虎
沢 

勇
治 

和
仁 

市
太
郎 

 
 



令和三年度近代文学館調査研究報告書 

―60― 

小
説
の
結
社
・
文
芸
誌 

 

［
東
海
文
学
］
昭
和
三
四(

一
九
五
九)

～
五
七(

一
九
八
二) 

江
夏 

美
好 
霞 
好
夫 

 

［
飛
騨
作
家
］
昭
和
四
二(

一
九
六
七)

～
六
二(

一
九
八
七) 

霞 

好
夫 

 

谷
口 

明 
 

山
本 

た
つ 

 

［
小
説
飛
騨
］
平
成
元(

一
九
八
九)

～ 

山
本 

た
つ 

 

［
懸
賞
小
説
］ 

鈴
鹿 

清
荘 

志
田 

石
高 

 

そ
の
他
、
評
論
・
随
想
・
他
誌 

 

荒
垣 

英
雄 

桑
谷 

正
道 

小
鷹 

ふ
さ 

小
鳥 

幸
男 
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